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1.背景 
現在アメリカ合衆国の全成人の11人に1人に糖尿病があり、糖尿病の経済コストは2007年
から 2012 年に 42%増を見る。血糖コントロールが糖尿病および合併症の減少に効果がある
が、薬事的治療のみでは不完全であり、さまざまな代替治療が取り入れられている。昨今、
ヨガの血糖コントロール効果が報告されている。 

 
2.目的 
成人の2型糖尿病（T2DM）の血糖コントロールに対するヨガの効果を調べる。 
 

3.検索法 
１)電子文献データベース（PubMed, PsycInfo, The Cochrane Library, CINAHL, EMBASE, Global 

Health, Academic Search Premier, PsycARTICLES, Proquest Dissertations and Theses）をブーリアン
検索で検索 ２)関連したレビューの出版物の原稿リスト ３)専門誌の目次 
 

4.文献選択基準 
【採用基準】1)T2DM管理を促進するヨガ介入、2)介入群・対照群を設けた無作為抽出研究、
3) 18歳以上の成人、4)血糖コントロールに関する客観的測定項目(HbA1c,FBG)が報告されて
いる、5)グループ間の効果サイズを計算する関連した統計が提供されている 6)ベースライン
から少なくとも8週間フォローアップまたは介入後テストをしている 【不採用基準】1) ベ
ースラインでT2DMに罹患していない、2)T1DMまたは妊娠糖尿病の患者、3)ヨガが主干渉
ではなく多様な介入の一部であるもの。 
 

5.データ収集・解析 
包括的な電子データベース検索により、関連する重要な用語を含む 2559 の研究が見つかっ
た。2473人（平均年齢53歳・女性43%）の被験者を対象とした23件の研究が的基準を満た
した。 
 

6.主な結果 
対照群と比較してヨガ群は、HbA1c (d +=0.36, 95% CI=0.16, 0.56; k=16)、空腹時血糖 FBG 

(d+=0.58, 95% CI=0.40, 0.76; k=20)、および食後血糖値PPBG (d + = 0.40, 95% CI = 0.23, 0.56; k = 

14) に改善が見られた。ヨガ群は対照群と比較して成人のT2DMの合併症の血糖値及びその
他の危険因子（脂質プロファイル、血圧、ウエスト/ヒップ比率）を改善した。全体として、
研究は方法論的な質の基準MQを平均 41%満たした。 MQスコアは、どの結果とも関係し
ていなかった（Ps>0.05）。 
 

7.レビュアーの結論 
ヨガ実習が成人T2DMの血糖値、及び合併症のリスクファクターを改善することが示された。
しかし長期的有効性を判断するにはより長いフォローアップを伴う追加の研究及びヨガが血
糖コントロールに影響を及ぼすことができるメカニズムの研究が必要である。 

 
8.要約者のコメント 
様々な代替医療と共にヨーガが血糖コントロールに効果があることが示されたのは意義深
い。レビュアーの述べる通りその効果のメカニズムが明らかにされると信頼度が増すと思わ
れる。また血糖値のコントロールは急性のみならず慢性的効果が望まれるので、更なる長期
的フォローアップを含む研究を期待する。 
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